
大川山野営場の指定管理者 

 

 大川山野営場の指定管理者の公募を行い、大川山野営場指定管理者評価委員会での評価結果を踏ま

え、総合的に判断した上で、候補者を選定し、令和７年 11 月香川県議会での指定の議決を経て、次の

とおり指定管理者を指定しました。 

 

１ 申請団体数      １団体 
 
２ 申請期間        令和７年９月５日から令和７年９月 19 日まで 
 
３ 指定管理候補者  一般財団法人ことなみ振興公社（仲多度郡まんのう町） 
 
４ 指定予定期間    令和８年４月１日から令和 13 年３月 31 日まで（５年間） 
 
５ 評価委員会における評価結果 

申請者から提出された書類の確認やプレゼンテーションを実施し、総合点数方式により評価した。 
 

（１） 評価基準 

評価基準及び観点 配点ウエイト 

(1)利用者の平等な利用が確保されていること。 
(確保されない

場合は、失格) 
 不当な利用制限項目の有無 

(2)冬季の適切な管理が確保されていること。(山中施設の特殊性) 

(3)施設の設置目的を効果的に達成し、サービスの向上が図られるもので

あること。 

 

 

 ①施設の設置目的との適合性 ３５ 

 ②利用者に対するサービスの向上  

 ③施設の利用促進への取組み  

 ④その他新規、魅力的な提案の有無  

(4)施設の管理経費の節減が図られるものであること。 

２５ 

 ①当該施設の管理運営に係る県の経費 

原則として申請者からの提案額アと最低提案額イにより評価す

る。 

＜計算式＞【申請者の点数】＝25×イ／ア 

 ②実現の可能性 

(5)申請者が事業計画の内容を安定して遂行できる能力を有しているこ

と。 
 

 ①申請者の実績  

 ②人的能力（管理運営組織）  

③物的能力（経営基盤） ２５ 

 ④申請者の安定性･信頼性  

 ⑤申請者の取組み姿勢  

 ⑥個人情報の適正な取扱いの確保  

 ⑦関係法令等の遵守や利用者の安全の確保  

(6)地域経済の活性化や県内雇用の確保等に配慮されていること  

 ①県内に本店又は主たる事務所を有する法人等であるか (確保されない

場合は、失格) 

 ②県内雇用の確保等 

 ・県内からの雇用に配慮されているか 

 ・物品・役務の調達における県内事業者への発注などが予定され

ているか 等 

 

１５ 

 
 
 
 
 

公募施設（指定の公表） 



（２）評価委員会の開催経緯 

・第１回評価委員会（R7.10.1～7） 

  県民いこいの森野営場の概要説明、申請内容等の確認、書類による資格審査 

・第２回評価委員会（R7.10.15） 

  プレゼンテーション、事業計画書の評価とその結果の審議、指定管理者候補者の選定 

 

（３）評価結果                          ※点数は、評価委員の平均 

 
一般財団法人ことなみ振興公社 

得 点 81.4 

・評価基準(1)について、平等な利用が確保できるものと評価された。 

・評価基準(2)について、冬季の適切な管理が確保できるものと評価された。 

・評価基準(3)について、自然観察会、トレッキング、ヨガ体験等多彩なイベントを継続して実

施するほか、隣接する「まんのう天文台」や近隣の温泉施設、木工体験施設などと連携して

利用者の増加に努める等、利用促進への取り組みが評価された。 

・評価基準(4)について、人件費、需用費等が現行の金額より増加しているが、物価及び人件費

が上昇するなか施設の適切な維持管理を図るためには必要なものであると判断した。 

・評価基準(5)について、決算書により経営基盤が安定していることが確認でき、現指定管理者

としての実績、管理運営体制の提案等から安定して業務を遂行できるものと評価された。 

・評価基準(6)について、地域経済の活性化や地元在住の方を講師に招いた自主事業を開催する

ことが評価された。 

 

６ 事業計画の概要 

（１） 現行の管理との比較 

 事業計画 現  行 

県からの 

年間委託料 

（指定予定期間中の平均） 

2,465 千円 

（指定期間(R3 年 4 月～R8 年 3 月)中の平均） 

1,749 千円 

注）事業計画は、確定したものではなく、今後変更する可能性がある。 
 

（２）その他利用者サービス向上策 

・財団が管理運営するまんのう町営大川山キャンプ場をはじめ、木工体験館、道の駅、温泉施 

    設等と組み合わせることで県内外からの利用者に対して各種方面でサービスの提供を行う。 

   ・インターネット、ホームページなどを利用して、キャンプ場の環境、設備等の紹介。また、 

    シーズン前やイベントの開催などの場合もまんのう町、県のホームページ、一般機関紙等に 

    掲載し幅広く利用を呼びかける。 

 

（３）経費節減策 

・自ら行える業務に関しては自らで行い、委託業者等の利用を極力抑える。 

   ・施設、物品等において不具合な箇所が生じないよう取り扱いには十分な注意を払い、無駄な 

    経費の削減に努める。 

 

（参考）評価委員会委員 

 役 職 名 氏  名 

委員長 香川県環境森林部長 秋山 浩章 

委 員 香川県環境森林部みどり保全課長 井上 嘉久 

委 員 公認会計士 武田 真由美 

委 員 社会保険労務士 山田 哲生 

委 員 香川県レクリエーション協会理事 

かがわ自然観察会代表 

好井 智子 

委 員 高松リビング新聞社編集長 谷本 小百合 

 


